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５
市
町
に
計

棟
を
構
え
る
熊

本
県
の
職
員
住
宅
が
老
朽
化
や
環

境
の
変
化
を
背
景
に
岐
路
を
迎
え

て
い
る
。
県
は
熊
本
市
内
の
９
棟

に
つ
い
て
「
民
間
の
賃
貸
住
宅
を

探
し
や
す
く
な
っ
た
」
と
し
て
、

２
０
２
７
年
度
ま
で
に
全
て
廃
止

す
る
方
針
を
決
め
た
。
天
草
市
で

は
集
約
し
て
単
身
世
帯
向
け
に
建

て
替
え
る
動
き
も
出
て
い
る
。

民
間
の
賃
貸
物
件
が
少
な
く
道

路
事
情
も
悪
か
っ
た
１
９
５
０
〜

年
代
。
県
職
員
住
宅
の
整
備
は

福
利
厚
生
の
一
環
で
始
ま
っ
た
。

現
在
は
熊
本
市
の
９
棟
の
ほ

か

天
草
市
に

棟

阿
蘇
市
と
芦

北
町
に
各
１
棟
、
人
吉
市
に
５
棟

あ
る
。
賃
料
は
月
額
６
４
０
０
〜

３
万
４
２
０
０
円
で
、
建
設
費
や

維
持
管
理
費
に
よ
っ
て
異
な
る
。

棟
の
総
戸
数
は
４
２
８
戸

で
、

月
１
日
時
点
で

％
に
当

た
る
２
９
７
戸
に
職
員
が
入
居
し

て
い
る
。
２
０
１
６
年
の
熊
本
地

震
で
は
被
災
者
の
住
ま
い
と
し
て

も
活
用
さ
れ
、
入
居
率
は
一
時
、

９
割
前
後
に
達
し
た
。
だ
が
、
老

朽
化
も
影
響
し
て
再
び
低
下
し
て

い
る
。

築

年
が
経
過
し
た
の
は

棟

で
半
数
を
超
え
て
い
る
。
天
草
市

本
渡
町
の
職
員
住
宅
が
築

年
と

最
も
古
い
。
県
総
務
厚
生
課
は
「
耐

用
年
数
に
達
し
た
物
件
も
多
く
、

大
規
模
改
修
や
建
て
替
え
を
検
討

す
る
時
期
だ
」
と
説
明
す
る
。

熊
本
市
内
の
９
棟
は
「
民
間
物

件
が
多
く
、
道
路
整
備
も
進
ん
で

い
る
」
と
し
て
全
廃
す
る
方
針
。

入
居
者
に
随
時
、
説
明
を
続
け
て

お
り
、
退
去
へ
の
同
意
を
求
め
る
。

廃
止
後
は
「
売
却
、
民
間
貸
与
、

県
有
地
の
ま
ま
で
の
活
用
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
」
と
い
う
。

熊
本
市
外
の
住
宅
は
「
一
定
の

需
要
が
あ
る
」
と
み
て
、
基
本
的

に
残
す
。
た
だ
、
天
草
市
で
は
県

の
教
職
員
や
県
警
職
員
住
宅
の
一

部
も
老
朽
化
し
て
い
る
た
め
、
県

職
員
住
宅
と
併
せ
て
〝
集
約
〞
を

進
め
る
。

天
草
市
に
は
県
関
係
で
計

棟

の
職
員
住
宅（
県

、教
職
員
４
、

県
警
５
）
が
あ
り
、
こ
れ
を

棟

程
度
ま
で
減
ら
す
。
老
朽
化
し
た

棟
（
県
９
、
教
職
員
２
、
県
警

１
）
を
集
約
し
つ
つ
、
需
要
が
大

き
い
単
身
向
け
住
宅
を
数
棟
、
新

築
す
る
。

新
築
す
る
職
員
住
宅
に
関
し
て

は

年
度
、
資
金
調
達
、
設
計
、

施
工
、
建
設
後
の
管
理
を
民
間
に

委
ね
る
「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
」
で
事
業

者
を
募
る
。
県
有
地
で
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を

活
用
す
る
初
の
ケ
ー
ス
と
な
り
、

県
財
産
経
営
課
は
「
民
間
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
生
か
し
て
効
率
的
な
活
用

に
つ
な
げ
た
い
」
と
し
て
い
る
。

（
川
野
千
尋

県
職
員
住
宅

老
朽
化
で
岐
路

熊本市内９棟 年度までに全廃へ

熊
本
県
が
廃
止
の
方
針
を
決
め
た

熊
本
市
中
央
区
の
県
職
員
住
宅

天草市では 集約 単身向け新築も

国
民
民
主
党
の
玉
木
雄
一
郎

代
表（
役
職
停
止
中
）が

日
、

熊
本
市
西
区
で
街
頭
演
説
し
、

来
夏
の
参
院
選
に
向
け
て
「
県

連
と
よ
く
相
談
し
、
熊
本
で
も

候
補
者
を
擁
立
し
た
い
。
き
ち

ん
と
し
た
選
択
肢
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
、
熊
本
選

挙
区
（
改
選
数
１
）
へ
の
候
補

者
擁
立
を
目
指
す
考
え
を
示
し

た
。玉

木
氏
は
党
勢
拡
大
と
参
院

選
の
候
補
者
発
掘
の
た
め
、
全

国
を
回
っ
て
い
る
と
い
う
。
熊

本
県
連
が
中
央
区
の
ホ
テ
ル
で

開
い
た
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

後
に
取
材
に
答
え
、
「
一
人
で

も
多
く
国
民
民
主
党
（
支
持
）

の
受
け
皿
を
つ
く
っ
て
い
き
た

い
。
熊
本
も
例
外
で
は
な
い
」

と
強
調
。
「
（
熊
本
は
衆
参
と

も
に
）
野
党
議
員
が
一
人
も
い

な
い
厳
し
い
選
挙
区
。
参
議
院

か
ら
風
穴
を
あ
け
て
い
き
た

い
」
と
語
っ
た
。

野
党
候
補
の
一
本
化
に
つ
い

て
は
、
「
１
人
区
は
一
対
一
の

構
造
に
し
て
い
く
こ
と
が
野
党

の
勝
利
に
は
必
要
。
衆
院
選
と

違
い
比
例
復
活
が
な
く

複
数

の
）
候
補
者
を
擁
立
す
る
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
が
低
い
と
思
う
の

で
、
お
の
ず
と
一
本
化
さ
れ
る

気
が
す
る
」
と
話
し
た
。

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

は
、「
年
収
１
０
３
万
円
の
壁
」

を

万
円
引
き
上
げ
て
１
２
３

万
円
と
す
る
与
党
案
に
対
し
、

「
１
２
３
万
円
で
は
終
わ
ら
な

い
。
こ
こ
か
ら
が
山
登
り
だ
」

と
断
言
。
党
が
掲
げ
る
１
７
８

万
円
へ
の
引
き
上
げ
に
意
欲
を

見
せ
た
。

（
臼
杵
大
介
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全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン

テ
ス
ト
熊
本
県
大
会
の
表
彰
式

が

日
、
熊
本
市
中
央
区
の
市

民
会
館
シ
ア
ー
ズ
ホ
ー
ム
夢
ホ

ー
ル
で
あ
り
、
最
優
秀
賞
（
２

点
）
に
選
ば
れ
た
熊
本
地
方
法

務
局
長
賞
の
鈴
木
田
侑
河
さ
ん

（
美
里
町
立
中
央
中
１
年
）
と

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
賞

の
角
田
麗
奈
さ
ん
（
山
鹿
市
立

米
野
岳
中
２
年
）
ら
入
賞
者
を

表
彰
し
た
。

同
連
合
会
の
佐
藤
和
夫
会
長

が
「
最
優
秀
作
品
は
作
者
の
思

い
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
る
。
応

募
作
す
べ
て
が
私
た
ち
に
人
権

意
識
の
持
ち
よ
う
を
問
い
か
け

て
い
た
」
と
講
評
。
最
優
秀
賞

２
人
と
、
熊
本
日
日
新
聞
社
賞

の
橋
本
朔
弥
さ
ん
（
芦
北
町
立

田
浦
中
３
年
）
ら
審
査
員
特
別

賞
４
人
が
作
品
を
朗
読
し
た
。

今
年
で

回
目
。
県
内
１
４

１
校
か
ら
２
万
４
１
４
６
点
の

応
募
が
あ
っ
た
。
県
大
会
の
入

賞
作
を
収
め
た
作
品
集
が
刊
行

さ
れ
る
。
熊
本
地
方
法
務
局
人

権
擁
護
課
☎
０
９
６（
３
６
４
）

２
１
４
５
。

（
中
村
勝
洋

ＪＲ熊本駅近くで街頭

演説する国民民主党の

玉木雄一郎氏

＝ 日、熊本市西区

参
院
選

熊
本
で
擁
立
を

国
民
玉
木
氏

西
区
で
演
説

全国中学生人権作文コンテスト熊本県大会の入賞者と

審査員ら＝ 日、熊本市中央区

作者の思い ひしひしと
全国中学生人権
作文コンテスト 県大会の入賞者表彰
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内
密
出
産
法
制
化
へ

国
会
議
員
ら
勉
強
会

東
京
都
内

妊
婦
の
匿
名
性
を
認
め
る
内

密
出
産
の
勉
強
会
が

日
、
東

京
都
内
で
開
か
れ
た

写
真
。

超
党
派
の
国
会
議
員
や
学
識
者

ら
が
、
内
密
出
産
の
法
制
化
に

向
け
た
課
題
な
ど
を
語
り
合
っ

た
。勉

強
会
は
今
年
９
月
に
設
立

さ
れ
た
一
般
社
団
法
人
「
全
国

都
道
府
県
に
赤
ち
ゃ
ん
ポ
ス

ト
を
広
め
る
会
」
（
東
京
、
佐

藤
匡
史
代
表
理
事
）
が
開
き
、

約

人
が
参
加
し
た
。

慈
恵
病
院
（
熊
本
市
西
区
）

の
蓮
田
健
院
長
が
基
調
講
演
で

登
壇
。
親
が
育
て
ら
れ
な
い
赤

ち
ゃ
ん
を
匿
名
で
も
預
か
る

「
こ
う
の
と
り
の
ゆ
り
か
ご
（
赤

ち
ゃ
ん
ポ
ス
ト
）
」
と
、
病
院

だ
け
に
妊
婦
が
身
元
を
明
か
す

「
内
密
出
産
」
の
運
用
状
況
を

説
明
し
た
。
内
密
出
産
に
追
い

込
ま
れ
た
妊
婦
の
生
活
状
況

や
、
慈
恵
病
院
に
向
か
う
遠
距

離
移
動
中
に
や
む
な
く
出
産
し

た
ケ
ー
ス
に
触
れ
、
「
フ
ラ
ン

ス
や
ド
イ
ツ
で
は
全
て
の
病
院

で
匿
名
で
の
出
産
を
受
け
入
れ

て
い
る
。
法
制
化
に
よ
っ
て
、

日
本
で
も
ど
こ
で
も
安
心
し
て

出
産
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
あ

り
が
た
い
」
と
訴
え
た
。

討
論
も
あ
り
、
立
憲
民
主
党

な
ど
４
党
の
国
会
議
員
も
参
加

し
た
。
国
民
民
主
党
の
伊
藤
孝

恵
氏
は
「
法
制
化
の
た
た
き
台

は
で
き
て
い
る
。
一
方
で
伝
統

的
な
家
族
観
を
優
先
す
る
な
ど

各
党
に
多
様
な
意
見
が
あ
り
、

ハ
ー
ド
ル
は
高
い
」
。
自
民
党

の
山
田
太
郎
氏
は
「
法
制
化
の

必
要
性
へ
の
理
解
が
広
が
れ

ば
、
必
ず
し
も
ハ
ー
ド
ル
は
高

く
な
い

日
本
維
新
の
会
の
石

井
苗
子
氏
は

内
密
出
産
で
な

く
）
社
会
的
に
理
解
さ
れ
や
す

い
名
称
に
改
め
る
こ
と
も
大
切

だ
」
と
述
べ
た
。

小
多
崇

開
催
中
の
「
水
俣
・
京
都
展
」

に
合
わ
せ
、
水
俣
病
の
歴
史
や

被
害
の
実
相
を
伝
え
る
講
演
会

「
私
と
水
俣
病
」
が

日
、
京

都
市
左
京
区
の
み
や
こ
め
っ
せ

で
あ
っ
た
。
訴
訟
を
闘
う
夫
を

支
え
る
女
性
が
「
水
銀
汚
染
の

痛
み
、
苦
し
み
か
ら
は
一
生
逃

れ
ら
れ
な
い
。
怒
り
し
か
な
い
」

と
声
を
上
げ
た
。

水
俣
市
の
佐
藤
ス
エ
ミ
さ
ん

。
漁
師
の
家
に
生
ま
れ
、

魚
を
食
べ
て
育
っ
た
。

歳
を

過
ぎ
て
「
頭
痛
や
手
足
の
し
び

れ
に
襲
わ
れ
た
」
。
夫
の
英
樹

さ
ん

と
と
も
に
医
師
か
ら

水
俣
病
と
診
断
さ
れ
た
が
、
行

政
に
は
認
定
さ
れ
ず
。
１
９
９

５
年
の
政
治
決
着
で
医
療
手
帳

を
交
付
さ
れ
、
ス
エ
ミ
さ
ん
は

行
政
へ
の
認
定
申
請
を
取
り
下

げ
た
。

未
認
定
の
英
樹
さ
ん
は
水
俣

病
訴
訟
の
原
告
と
な
り
、
夫
婦

の
二
人
三
脚
で
闘
っ
て
き
た

が
、
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
は
２

０
２
２
年
に
最
高
裁
で
敗
訴
が

確
定
し
た
。
「
な
ぜ
悪
い
こ
と

を
し
た
国
が
勝
つ
の
か
。
被
害

者
の
身
に
な
っ
て
真
剣
に
考
え

て
ほ
し
い
」
と
ス
エ
ミ
さ
ん
。

公
害
の
実
態
に
向
き
合
わ
な
い

国
や
熊
本
県
、
司
法
の
姿
勢
を

批
判
し
た
。

水
俣
病
の
公
式
確
認
か
ら

年
た
っ
た
今
も
差
別
や
偏

見
は
根
強
く
、

地
元
住
民
か

ら
「
ま
だ
裁
判
や
っ
と
ん
か
」

と
の
言
葉
を
浴
び
る
こ
と
も

あ
る
と
い
う
。
「
私
た
ち
の
声

を
聞
き
、
応
援
し
て
く
れ
た
ら

う
れ
し
い
」
と
会
場
に
呼
び
か

け
た
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
青
木
理

さ
ん
と
の
対
談
も
あ
り
、
約
１

０
０
人
が
真
剣
に
耳
を
傾
け

た
。
水
俣
・
京
都
展
は

日
ま

で
。

（
京
都
新
聞
社
提
供

「
水
俣
病
患
者
を
巡
る
差
別
や
偏
見
が
今
も
存
在
す

る
」
と
語
る
佐
藤
ス
エ
ミ
さ
ん
（
中
央
）
。
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
青
木
理
さ
ん
（
右
）
ら
と
対
談
し
た

日
、
京
都
市
左
京
区
・
み
や
こ
め
っ
せ

水銀汚染の苦しみ 一生
水俣・京都展 佐藤スエミさん 水俣市 訴え

井澤駈さん中渡瞬也さん

く
ま
も
と
ジ
ュ
ニ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
ア
ワ
ー
ド
の
最
終
審
査
に
臨

ん
だ
子
ど
も
た
ち日

、
熊
本
市
東
区

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪∩⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

県
内
小
中
学
生
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ア
ワ
ー
ド

井
澤
駈
さ
ん
帯
山
西
小
４
年

中
渡
瞬
也
さ
ん
藤
園
中
３
年

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

グランプリ

熊
本
県
内
の
小
中
学
生
が
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
ア
イ
デ
ア
や

表
現
力
を
競
う
「
く
ま
も
と
ジ

ュ
ニ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ア
ワ

ー
ド
」
の
本
審
査
が

日
、
熊

本
市
東
区
の
県
立
大
で
あ
り
、

グ
ラ
ン
プ
リ
に
小
学
生
の
部
は

熊
本
市
立
帯
山
西
小
４
年
井
澤

駈
か
け
る

さ
ん
、
新
設
の
中
学
生
の

部
は
熊
本
市
立
藤
園
中
３
年
の

中
渡
瞬
也
さ
ん
を
選
ん
だ
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
へ
の
関
心

を
高
め
て
も
ら
う
の
が
狙
い
で

４
回
目
。
熊
本
日
日
新
聞
社
主

催
、
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
九
州

特
別
協
賛
。
く
ま
も
と
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
育
推
進
協
議
会

長
の
飯
村
伊
智
郎
・
県
立
大
教

授
ら
５
人
が

人
を
審
査
し

た
。井

澤
さ
ん
は
道
徳
の
授
業
を

き
っ
か
け
に
、
自
己
肯
定
感
を

高
め
ら
れ
る
ア
プ
リ
を
制
作
。

来
年
３
月
に
県
代
表
と
し
て
全

国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
か
ら

「
ア
プ
リ
を
使
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
全
国
大
会
で
も
ア
ピ
ー

ル
し
た
い
」
と
話
し
た
。

手
を
使
わ
ず
に
頭
を
傾
け
る

こ
と
で
操
作
で
き
る
ゲ
ー
ム
を

開
発
し
た
中
渡
さ
ん
は
「
ゲ
ー

ム
ク
リ
エ
ー
タ
ー
に
な
る
と
い

う
将
来
の
夢
に
近
づ
い
た
気
が

す
る
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

（
園
田
琢
磨

他
の
入
賞
者
は
次
の
通
り
。

（
敬
称
略
、
数
字
は
学
年
）

【
小
学
生
の
部
】
◇
社
会
課

題
解
決
部
門
▽
金
賞

福
田
蒼

志
（
代
陽
６
）
▽
銀
賞

笠
岡

修
平
（
熊
本
大
付
属
５
）
▽
銅

賞

安
武
香
春
（
長
嶺
３
）
◇

ア
イ
デ
ア
部
門
▽
金
賞

木
村

伊
吹
（
川
上
４
）
▽
銀
賞

中

野
遥
馬
（
美
咲
野
５
）
▽
銅
賞

緒
方
蒼
介
（
花
園
４
）
【
中

学
生
の
部
】
▽
金
賞

荒
木
優

芽
（
出
水
２
）
▽
銀
賞

飯
田

玄
武
（
菊
陽
１
）
▽
銅
賞

益

田
紫
乃
（
桜
木
１
）
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